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Egalité des sexes : la discrimination positive en question. Société de Législation Comparée, 2006. 
(dir. avec D. Lochak)






　第 3 章　 多文化共生社会における女性人権問題－イスラムのス
カーフ論争をめぐって






　第 9 章　 平和とジェンダー－グローバル時代のシティズンシッ
プ論をめぐって
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「ジェンダー問題に関する日本企業の CSR －英国企業との比較研究」『岐阜経済大学論集』 
2010， 第43巻第3号， p.29-40. 
The Relationship between Gender Equality and the Employment of Disabled People in Japanese 
Companies: A New Approach to Human Value in Corporate Culture. The Journal of Gifu Keizai 
University, 2006, Vol.39, No.2, p.31-52.
Principles of the Company and CSR Activity Promoting Gender Equality and Employment of Dis-




　第 2 章　 本研究における企業文化の定義とモデル－ CSR と
ヒューマン・ライツの位置づけ
　第 3 章　 企業文化のジェンダリング－ヒューマン・ライツ視点
の開拓
第Ⅱ部  
　第 4 章　CSR とは何か－その日本的特徴
　第 5 章　 CSR とヒューマン・ライツ－ジェンダー平等と障害者
雇用への取組み
　第 6 章　 ヒューマン・ライツを尊重する CSR 活動－インタビュー
調査から
　第 7 章　日本企業の CSR の今後の展開
　終 　 章　本研究の到達点と限界，今後の課題
90




　2009 年度の第 2 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著
と共著34点であった。
　第 1 次選考は、 3 月 3 日、11 日の両日に学内選考委員によって行われ、第 1 次選考基準
に沿って候補作として次の単著 5 点を選んだ（発行月順）。












＊ 第１次選考基準（2008年度、第 1 回本賞選考時に、選考の目安として確認された）
　 1 ）単著を優先する。 2 ）テーマが「女性文化研究賞」の趣旨に合い、明確かつ有意義で






























具体例として、第 3 章でイスラムのスカーフ問題を、第 7 章で2003年のルワンダ憲法で採用
された選挙制度やクォータ制を取り上げている。




































著した著作（博士論文を含む）である。第 2 回奨励賞の選考対象は、自薦・他薦を含む28 本
の単行本と論文であった。


























導入されており、斎藤氏が 2006 年に留学したイギリス The University of Nottingham, Business 
















































贈 賞 件 数 1 件
副 賞 30万円
受 賞 の 対 象  男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2009 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著され
た単行本に限る。
応 募 資 格 著者の年齢・性別・国籍は不問。
応募受付期間 2009年12月 1 日から2010年 1 月31日（消印有効）
応 募 方 法  自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載
の応募用紙を利用。
選 考 方 法 「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表 2010年 5 月 1 日（女性文化研究所のホームページ上で発表）
贈 呈 式 2010年 5 月25日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
贈 賞 件 数 1 件
副 賞 10万円
受 賞 の 対 象  男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2009 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著され
た単行本・論文（博士論文を含む）に限る。
応 募 資 格  性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者（卒業生を含む）に限る。
応募受付期間 2009年12月 1 日から2010年 1 月31日（消印有効）
応 募 方 法  自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載
の応募用紙を利用。
選 考 方 法 「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表 2010年 5 月 1 日（女性文化研究所のホームページ上で発表）
贈　 呈 　式 2010年 5 月25日
94
第 2 回（2009 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金） 
８．選考委員
女性文化研究賞選考委員
学内選考委員
・学校法人昭和女子大学理事長 人見　楷子 
・昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所所員 瀧澤　正彦（大学院文学研究科特任教授）
学外選考委員
・文部科学省生涯学習政策局長 板東久美子
・城西国際大学大学院客員教授 原　ひろ子
女性文化研究奨励賞選考委員
・学校法人昭和女子大学理事長 人見　楷子
・昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所所員 粕谷美砂子（人間社会学部現代教養学科准教授）
